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初
め
に
　
清
代
の
小
説
『
紅
楼
夢
』
は
当
初
、
鈔
本
と
し
て
流
布
し
、
そ
の
範
囲
は
狭
い
も
の
で
あ
っ
た
。『
紅
楼
夢
』
が
清
代
の
文
壇
及
び
後
世
の
文
学
に
影
響
を
与
え
る
の
は
、
乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
程
甲
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
『
紅
楼
夢
』
が
す
で
に
出
版
さ
れ
広
く
流
布
し
た
乾
隆
、
嘉
慶
、
道
光
年
間
は
、
清
朝
考
証
学
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
の
文
壇
で
は
、
袁
枚
（
一
七
一
六
―
一
七
九
七
）
の
性
霊
説
、
翁
方
綱
（
一
七
三
三
―
一
八
一
八
）
の
肌
理
説
、
桐
城
派
の
古
文
が
流
行
し
て
お
り
、
曲
壇
で
は
花
部
が
勃
興
し
、
花
部
と
雅
部
が
争
う
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
、『
紅
楼
夢
』
を
改
編
し
た
戯
曲
が
陸
続
と
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
時
期
の
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
家
の
な
か
に
は
、
当
時
の
文
壇
で
活
躍
し
て
い
る
人
物
が
い
る
。
例
え
ば
、
伝
奇
『
紅
楼
夢
』
の
作
者
で
あ
る
石
韞
玉
（
一
七
五
六
―
一
八
三
七
）
は
、
乾
隆
五
十
五
（
一
七
九
〇
）
恩
科
の
状
元
で
あ
り
、
彼
は
張
問
陶
（
一
七
六
四
―
一
八
一
四
）
や
翁
方
綱
、
戯
曲
作
家
の
沈
起
鳳
（
一
七
四
一
―
一
八
〇
二
）、
小
説
家
の
沈
復
（
一
七
六
三
―
？
）
な
ど
と
交
遊
が
あ
っ
た
。
ま
た
、『
姽
嫿
封
』
の
作
者
で
あ
る
楊
恩
寿
（
一
八
三
五
―
一
八
九
一
）
は
、
同
治
九
年
（
一
八
七
〇
）
の
挙
人
で
あ
り
、
彼
が
著
し
た
『
詞
餘
叢
話
』
は
晩
清
の
著
名
な
戯
曲
理
論
の
著
作
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、『
紅
楼
夢
』
の
戯
曲
を
対
象
と
し
て
、
或
い
は
個
別
の
戯
曲
作
家
の
文
人
と
し
て
の
生
涯
や
創
作
を
取
り
上
げ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
個
別
の
戯
曲
作
家
で
は
な
く
、『
紅
楼
夢
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
戯
曲
作
家
の
交
遊
や
、『
紅
楼
夢
』
戯
曲
と
そ
れ
以
外
の
文
学
作
品
や
戯
曲
創
作
に
お
け
る
傾
向
、
さ
ら
に
は
当
時
の
曲
壇
の
気
風
と
の
関
係
性
か
ら
、『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
取
材
や
創
作
上
の
特
色
を
検
討
す
る
、
と
い
っ
た
考
察
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
作
家
た
ち
の
交
遊
や
戯
清
代
の
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
作
家
と
戯
曲
創
作
渋　
井　
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也
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曲
活
動
を
通
し
て
、『
紅
楼
夢
』
戯
曲
を
著
し
た
作
家
群
の
特
徴
を
把
握
す
る
。
次
に
、
戯
曲
作
家
た
ち
が
著
し
た
『
紅
楼
夢
』
以
外
の
戯
曲
作
品
を
整
理
し
、
乾
隆
、
嘉
慶
な
い
し
は
明
清
の
曲
壇
の
気
風
や
潮
流
が
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
改
編
や
創
作
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
林
黛
玉
と
賈
宝
玉
の
姻
縁
を
主
題
と
し
な
い
作
品
で
あ
る
『
鴛
鴦
剣
』
と
『
姽
嫿
封
』
を
考
察
し
、『
紅
楼
夢
』
原
作
に
対
す
る
清
代
の
戯
曲
家
の
理
解
や
改
編
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
一　
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
作
家
と
そ
の
交
遊
　
清
代
の
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
な
か
で
、
現
在
ま
で
作
品
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
氏
名
が
明
確
な
戯
曲
作
家
は
十
四
人
で
あ
る
（
附
表
を
参
照
）。
表
中
、
呉
蘭
徴
（
一
七
七
六
―
一
八
〇
六
）
の
『
絳
蘅
秋
』
に
お
け
る
「
呉
香
倩
夫
人
絳
蘅
秋
伝
奇
叙
」
に
よ
る
と
、『
醒
石
縁
』
の
作
者
で
あ
る
万
栄
恩
（
生
没
年
不
詳
）
は
呉
蘭
徴
の
夫
で
あ
る
余
遥
帆
（
生
没
年
不
詳
）
の
妹
の
夫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（１
）。
ま
た
、『
絳
蘅
秋
』
の
「
絳
蘅
秋
序
」
で
は
、
こ
の
序
の
作
者
の
許
兆
桂
（
生
没
年
不
詳
）
が
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
の
作
者
の
仲
振
奎
（
一
七
五
〇
―
一
八
一
一
）
を
「
吾
友
雲
澗
（
雲
澗
は
仲
振
奎
の
字
）」
と
称
し
て
お
り
、
さ
ら
に
仲
振
奎
が
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
万
栄
恩
や
呉
蘭
徴
は
、
少
な
く
と
も
仲
振
奎
や
そ
の
作
品
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
姚
鼐
（
一
七
三
一
―
一
八
一
五
）
は
呉
蘭
徴
の
『
撫
秋
楼
詩
稿
』
に
序
を
書
い
て
お
り
、
ま
た
袁
枚
は
女
弟
子
の
詩
集
を
集
め
て
出
版
し
よ
う
と
す
る
時
、
呉
蘭
徴
に
詩
稿
を
求
め
た
が
断
ら
れ
た
と
い
う（２
）。
ま
た
、
同
じ
く
表
中
に
あ
る
許
鴻
磐
（
一
七
五
七
―
一
八
三
七
）
と
朱
鳳
森
（
一
七
七
六
―
一
八
三
二
）
は
友
人
で
あ
る（３
）。
許
鴻
磐
は
、
朱
鳳
森
が
嘉
慶
年
間
、
濬
県
の
同
知
を
勤
め
た
際
、
白
蓮
教
の
侵
攻
に
抵
抗
し
て
濬
県
を
守
っ
た
事
件
に
基
づ
い
て
『
儒
吏
完
城
北
曲
』
を
書
い
た
。
こ
の
作
品
は
朱
鳳
森
の
『
韞
山
六
種
曲
』
に
収
め
ら
れ
て
『
守
濬
記
』
と
改
名
さ
れ
た
。
　
こ
の
ほ
か
、
許
鴻
磐
の
『
六
観
楼
文
集
』
に
は
、
朱
鳳
森
の
『
守
濬
日
記
』
の
た
め
に
作
っ
た
「
守
濬
日
記
序
」
や
「
題
朱
蘊
山
読
書
小
照
」、「
和
朱
蘊
山
題
劉
文
烈
墨
跡
」
な
ど
朱
鳳
森
に
関
連
し
た
詩
文
が
見
ら
れ
る（４
）。
こ
の
朱
鳳
森
と
、
表
中
の
孔
昭
虔
（
一
七
七
五
―
一
八
三
五
後
）
は
と
も
に
嘉
慶
六
年
の
進
士
で
あ
り
、
当
時
の
文
壇
で
活
躍
し
た
呉
嵩
梁
（
一
七
六
六
―
一
八
三
四
）
や
同
年
の
進
士
で
あ
る
陳
光
用
（
一
七
六
八
―
一
八
三
五
）
は
彼
ら
の
共
通
の
友
人
で
あ
る
。
孔
昭
虔
と
石
韞
玉
と
が
直
接
往
来
し
た
と
い
う
記
載
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
当
時
の
翁
方
綱
、
梁
章
鉅
（
一
七
七
五
―
一
八
四
九
）、
呉
栄
光
（
一
七
七
三
―
一
八
四
三
）
に
は
、
孔
昭
虔
や
石
韞
玉
と
の
唱
和
詩
や
詩
文
集
の
題
詞
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
道
光
三
年
（
一
八
三
二
）、
石
韞
玉
の
従
弟
の
黄
丕
烈
（
一
七
六
三
―
一
八
二
五
）
は
石
韞
玉
を
誘
い
、
と
も
に
「
問
梅
詩
社
」
の
発
起
人
と
な
っ
た
。
梁
章
鉅
、
林
則
徐
（
一
七
八
五
―
一
八
五
〇
）
な
ど
当
時
の
高
級
官
僚
が
こ
の
詩
社
に
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
紅
楼
夢
伝
奇
』
の
作
者
で
あ
る
陳
鐘
麟
（
一
七
六
三
―
一
八
四
一
）
も
、
こ
の
詩
社
に
参
加
し
活
動
し
て
い
た
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こ
と
が
あ
る（５
）。
　
石
韞
玉
が
著
し
た
『
袁
文
箋
正
』
は
、
最
も
早
い
時
期
の
袁
枚
の
駢
文
の
注
釈
本
で
あ
る
。
ま
た
、
石
韞
玉
は
当
時
の
著
名
な
詩
人
で
あ
る
張
問
陶
が
亡
く
な
っ
た
後
、
そ
の
詩
作
を
集
め
て
『
船
山
詩
草
』
を
出
版
し
た
。『
袁
文
箋
正
』
や
『
船
山
詩
草
』
は
当
時
大
変
流
行
し
た
詩
文
集
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
袁
枚
と
張
問
陶
は
、
曹
雪
芹
や
高
鶚
の
研
究
に
必
ず
言
及
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
袁
枚
の
『
随
園
詩
話
』
巻
二
に
は
、
曹
雪
芹
が
『
紅
楼
夢
』
を
著
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
ほ
か
、『
紅
楼
夢
』
に
登
場
す
る
大
観
園
は
彼
の
随
園
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
曹
雪
芹
が
曹
寅
の
子
孫
だ
と
指
摘
し
て
い
る（６
）。
一
方
、
張
問
陶
は
石
韞
玉
と
乾
隆
五
十
五
年
の
同
年
の
進
士
で
あ
り
、『
紅
楼
夢
』
後
四
十
回
を
著
し
た
高
鶚
（
約
一
七
三
八
―
約
一
八
一
五
）
と
は
乾
隆
五
十
三
年
の
同
年
の
挙
人
で
あ
っ
た
。『
船
山
詩
草
』
巻
十
六
に
は
「
贈
高
蘭
墅
同
年
」
詩
が
あ
り
、
こ
の
詩
の
自
注
に
は
、『
紅
楼
夢
』
後
四
十
回
が
す
べ
て
蘭
墅
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
と
あ
る（７
）。
石
韞
玉
の
伝
奇
『
紅
楼
夢
』
の
「
呉
叙
」
で
は
前
八
十
回
と
後
四
十
回
と
は
同
じ
作
者
で
な
い
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。『
紅
樓
夢
』
一
書
、
稗
史
之
妖
也
、
不
知
所
自
起
。
當
四
庫
書
告
成
時
、
稍
稍
流
布
、
率
皆
抄
寫
無
完
秩
、
已
而
高
蘭
墅
偕
陳
某
（
筆
者
注
：
陳
某
は
誤
り
、
程
偉
元
の
こ
と
）
足
成
之
、
間
多
點
竄
原
文
、
不
免
續
貂
之
誚
（
原
作
を
添
削
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
つ
た
な
い
続
編
の
そ
し
り
を
免
れ
が
た
い
）。（
石
韞
玉
『
紅
樓
夢
』
の
「
吳
敘
」）
（
８
）
　
「
呉
叙
」
に
あ
る
「
多
點
竄
原
文
、
不
免
續
貂
之
誚
」
と
の
指
摘
は
、
嘉
慶
年
間
に
は
す
で
に
『
紅
楼
夢
』
の
前
後
が
同
じ
作
者
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
記
載
の
一
つ
で
あ
る
。
　
石
韞
玉
の
戯
曲
創
作
活
動
は
、『
紅
楼
夢
』
伝
奇
や
『
花
間
楽
府
九
奏
』
と
い
っ
た
作
品
以
外
に
も
、『
長
生
殿
』
の
曲
譜
に
序
を
記
し
た
り
、『
六
十
種
曲
』
を
批
評
し
た
り
し
て
い
る（９
）。
石
韞
玉
が
沈
舫
西
（
一
七
四
五
―
一
八
〇
八
）
に
贈
っ
た
「
燕
蘭
曲
簡
沈
侍
御
舫
西
」
に
は
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
上
演
に
関
す
る
記
載
が
見
ら
れ
る
。
梨
園
諸
老
散
如
塵
、
今
有
娉
婷
雙
璧
人
（
淑
や
か
な
二
人
）。
･･････
衆
説
蘭
卿
與
燕
卿
（
蘭
卿
と
燕
卿
）。･･････
座
上
金
貂
問
姓
名
、
曲
中
粉
黛
無
顏
色
。
梨
花
槍
法
似
通
神
、
况
有
紅
樓
一
曲
新
（
ま
し
て
『
紅
楼
夢
』
の
新
曲
が
あ
る
）。
始
信
幽
蘭
非
衆
伍
、
轉
疑
飛
燕
是
前
身
（
そ
れ
か
ら
淑
や
か
な
蘭
卿
が
普
通
の
優
伶
と
違
う
と
初
め
て
信
じ
、
ま
た
す
ぐ
趙
飛
燕
が
前
身
で
は
な
い
か
と
疑
う
よ
う
に
な
っ
た
）･･････
百
官
第
宅
頻
開
晏
、
笙
歌
處
處
傳
呼
徧
。（
石
韞
玉
『
独
学
盧
二
稿
』
巻
一
））10
（
　
石
韞
玉
の
詩
中
に
あ
る
「
双
壁
人
」
や
「
蘭
卿
與
燕
卿
」
か
ら
、「
燕
蘭
曲
」
に
お
け
る
「
燕
蘭
」
は
二
人
の
芸
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
紅
楼
一
曲
新
」
と
は
『
紅
楼
夢
』
の
戯
曲
が
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
薛
宝
釵
を
楊
貴
妃
に
喩
え
る
の
に
対
し
て
林
黛
玉
を
趙
飛
燕
に
喩
え
る
こ
と
は
、
原
作
に
お
け
る
林
黛
玉
の
人
間
描
写
を
示
す
重
要
な
点
で
あ
る
。『
紅
楼
夢
』
戯
曲
に
お
い
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て
著
名
な
林
黛
玉
の
「
葬
花
」
の
曲
目
は
、
原
作
で
は
「
埋
香
塚
飛
燕
泣
残
紅
」（
第
二
十
七
回
目
の
下
半
）
と
さ
れ
、「
葬
花
」
の
林
黛
玉
を
趙
飛
燕
に
喩
え
て
い
る
。
従
っ
て
石
韞
玉
の
詩
中
の
「
幽
蘭
非
衆
伍
」
や
「
飛
燕
是
前
身
」
と
い
う
句
か
ら
し
て
、「
幽
蘭
」
と
称
さ
れ
る
蘭
卿
が
劇
中
で
林
黛
玉
の
役
を
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
現
存
す
る
最
も
早
い
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
上
演
の
記
録
は
、
嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
の
仲
振
奎
「
紅
楼
夢
伝
奇
自
序
」
に
見
え
る
）
11
（
が
、
こ
の
石
韞
玉
の
詩
は
嘉
慶
三
年
（
一
七
九
八
）
に
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
た
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
上
演
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
、
二
番
目
に
早
い
。
現
在
、
そ
の
曲
の
内
容
や
上
演
の
詳
細
な
状
況
を
伝
え
る
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
嘉
慶
三
年
、
石
韞
玉
は
北
京
で
上
書
房
に
務
め
て
お
り
、
張
問
陶
も
北
京
に
い
た
。
詩
中
の
「
百
官
第
宅
頻
開
晏
、
笙
歌
處
處
傳
呼
徧
」
か
ら
し
て
、
蘭
卿
と
燕
卿
は
当
時
官
僚
の
屋
敷
に
よ
く
遊
走
す
る
人
気
の
芸
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
紅
楼
夢
』
戯
曲
が
当
時
、
新
し
い
曲
目
と
し
て
北
京
の
高
級
官
僚
の
間
に
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、『
紅
楼
夢
』
戯
曲
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
近
有
傖
父
、
合
兩
書
為
傳
奇
（
両
書
を
合
わ
せ
て
伝
奇
を
作
る
）
曲
文
、
庸
劣
無
足
觀
者
。（
許
鴻
磐
『
三
釵
夢
北
曲
』
の
「
三
釵
夢
北
曲
小
序
」））12
（
或
有
夫
已
氏
強
合
全
部
作
傳
奇
（
全
部
を
合
わ
せ
て
伝
奇
を
作
る
）、
即
非
製
曲
家
有
識
者
所
為
。（
呉
鎬
『
紅
楼
夢
散
套
』
の
「
紅
楼
夢
散
套
序
」））13
（
　
こ
こ
に
見
え
る
「
傖
父
」
や
「
夫
已
氏
」、「
合
両
書
」
や
「
合
全
部
」
と
い
う
記
述
は
、
明
確
に
作
者
を
指
摘
し
て
は
い
な
い
が
、
恐
ら
く
は
『
紅
楼
夢
』
と
続
書
『
後
紅
楼
夢
』
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
、
仲
振
奎
の
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
を
指
す
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
仲
振
奎
は
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
の
自
序
に
、
乾
隆
五
十
二
年
（
一
七
九
二
）「
葬
花
」
一
折
を
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
創
作
に
関
す
る
最
も
早
い
記
録
で
あ
り
、『
紅
楼
夢
伝
奇
』
も
最
も
早
い
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
刻
本
で
あ
る
。
ま
た
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
作
家
の
中
、
経
歴
が
不
明
な
も
の
や
晩
清
の
楊
恩
寿
を
除
き
、
そ
の
経
歴
が
確
定
で
き
る
人
物
、
例
え
ば
仲
振
奎
、
万
栄
恩
、
陳
鐘
麟
、
孔
昭
虔
、
朱
鳳
森
、
許
鴻
磐
は
、
直
接
的
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
呉
蘭
徴
や
石
韞
玉
と
関
係
が
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
清
代
の
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
作
家
は
主
に
江
蘇
や
山
東
の
出
身
者
か
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
赴
任
し
た
こ
と
の
あ
る
文
人
を
中
心
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
特
に
仲
振
奎
の
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
は
。
そ
の
後
の
戯
曲
の
創
作
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二　
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
作
家
の
戯
曲
創
作
　
乾
隆
か
ら
晩
清
に
い
た
る
ま
で
、
職
業
的
劇
団
が
発
達
し
、
折
子
戯
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
ま
た
、
花
部
と
雅
部
の
争
い
に
よ
り
、
古
典
戯
劇
は
舞
台
に
お
け
る
上
演
が
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
戯
曲
テ
キ
ス
ト
の
創
作
は
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
）
14
（
。
し
か
し
、
民
国
期
に
新
た
な
文
化
や
新
た
な
文
学
に
吸
収
さ
れ
、
或
い
は
粛
清
さ
れ
る
対
象
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と
し
て
文
学
創
作
の
主
流
か
ら
離
れ
る
ま
で
、
伝
統
的
な
伝
奇
や
雑
劇
を
創
作
す
る
文
人
は
絶
え
ず
存
在
し
て
い
た
）
15
（
。『
紅
楼
夢
』
戯
曲
家
の
う
ち
、
仲
振
奎
、
石
韞
玉
、
孔
昭
虔
、
許
鴻
磐
、
朱
鳳
森
、
楊
恩
寿
は
、
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
ほ
か
に
も
戯
曲
作
品
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
附
表
を
参
照
）。
　
明
清
戯
曲
の
題
材
は
、
主
に
正
史
、
小
説
、
野
史
筆
記
、
事
実
や
時
事
、
旧
来
の
戯
曲
作
品
、
作
者
の
虚
構
な
ど
が
あ
る
）
16
（
。
戯
曲
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
伝
統
的
な
題
材
か
、
時
事
や
新
作
を
改
編
し
た
作
品
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
概
ね
政
治
や
戦
争
に
関
わ
る
よ
う
な
歴
史
劇
、
あ
る
い
は
男
女
の
関
係
を
描
く
姻
縁
劇
の
ど
ち
ら
か
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
特
に
「
生
」、「
旦
」
を
主
と
す
る
戯
曲
形
式
で
は
、
男
女
の
関
係
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
）
17
（
。
附
表
で
挙
げ
た
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
家
の
作
品
の
取
材
も
、
全
体
的
に
は
伝
統
的
な
題
材
が
多
い
が
、
友
人
の
朱
鳳
森
が
白
蓮
教
の
侵
攻
に
抵
抗
し
た
事
跡
に
基
づ
い
て
作
っ
た
許
鴻
磐
の
『
儒
吏
完
城
北
曲
』
や
、
小
説
の
『
品
花
宝
鑑
』
に
基
づ
い
て
改
編
さ
れ
た
楊
恩
寿
の
『
桂
枝
香
』
の
よ
う
に
、
近
い
時
代
の
事
や
時
事
、
ま
た
は
当
時
新
し
く
作
ら
れ
た
小
説
に
基
づ
い
て
改
編
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。『
紅
楼
夢
』
の
内
容
自
体
は
歴
史
劇
の
性
格
を
具
え
て
い
な
い
た
め
、
原
作
を
改
編
し
て
戯
曲
と
す
る
際
、
林
黛
玉
と
賈
宝
玉
の
姻
縁
の
描
写
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
戯
曲
作
品
の
序
文
に
も
見
ら
れ
る
。
本
事
出
曹
使
君
家
、
大
體
主
於
言
情
、
顰
卿
為
主
腦
（
林
黛
玉
を
中
心
と
す
る
）、
餘
皆
枝
葉
耳
。（
石
韞
玉
『
紅
楼
夢
』
の
「
呉
敘
」）
一 
原
書
以
寶
、
黛
作
主
（
賈
宝
玉
と
林
黛
玉
を
主
と
す
る
）、
其
餘
皆
是
附
傳
。（
陳
鐘
麟
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
の
「
凡
例
」）
）
18
（　
　
こ
の
な
か
に
あ
る
「
顰
卿
為
主
腦
」
や
「
以
寶
、
黛
作
主
」
か
ら
し
て
、
戯
曲
作
家
が
林
黛
玉
と
賈
宝
玉
を
中
心
と
し
て
創
作
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
紅
楼
夢
』
の
続
書
で
は
、
原
作
に
あ
る
世
情
の
描
写
に
高
い
関
心
や
注
目
が
払
わ
れ
た
が
、
戯
曲
で
は
才
子
佳
人
の
姻
縁
の
悲
劇
に
注
目
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
　
ま
た
、
清
代
の
乾
隆
、
嘉
慶
の
時
期
に
な
る
と
、
伝
奇
と
雑
劇
の
文
体
上
の
差
異
と
区
別
が
ま
す
ま
す
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
）
19
（
。
例
え
ば
、
『
紅
楼
佳
話
』
六
齣
、『
姽
嫿
封
』
六
齣
、『
紅
楼
夢
』
十
齣
、『
遊
仙
夢
』
十
二
齣
の
齣
目
は
、
伝
奇
と
雑
劇
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。『
鴛
鴦
剣
』
は
十
六
齣
あ
り
、
伝
奇
形
式
に
属
す
る
が
、
使
用
し
た
曲
牌
は
ほ
と
ん
ど
北
曲
の
曲
牌
で
あ
る
）
20
（
。
同
時
に
乾
嘉
慶
年
間
、
例
え
ば
楊
潮
観
（
一
七
一
二
―
一
七
九
一
）『
吟
風
閣
雑
劇
』、
桂
馥
（
一
七
三
六
―
一
八
〇
五
）『
後
四
声
猿
』
な
ど
単
折
雑
劇
が
盛
ん
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
創
作
の
気
風
は
一
部
の
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
家
や
そ
の
作
品
に
も
影
響
を
与
え
た
）
21
（
。
石
韞
玉
の
『
花
間
楽
府
九
奏
』
は
内
容
が
ま
っ
た
く
関
係
な
い
独
立
し
た
九
つ
の
一
折
短
劇
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
典
型
的
な
単
折
雑
劇
で
あ
る
。『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
中
、
呉
鎬
の
『
紅
楼
夢
散
套
』
や
朱
鳳
森
の
『
十
二
釵
伝
奇
』
は
、『
紅
楼
夢
』
の
登
場
人
物
一
人
、
あ
る
い
は
同
書
中
の
一
つ
の
事
件
を
一
折
に
し
、
そ
れ
ら
を
繋
げ
て
成
立
し
た
作
品
で
あ
る
。
全
体
的
に
『
紅
楼
夢
』
原
作
の
枠
内
で
改
編
さ
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れ
て
い
る
が
、
単
折
雑
劇
の
よ
う
な
構
成
は
、
林
黛
玉
と
賈
宝
玉
の
恋
愛
が
全
劇
中
で
占
め
た
核
心
的
な
役
割
と
位
置
に
影
響
を
与
え
た
。
　
明
清
の
戯
曲
創
作
の
主
体
は
主
に
知
識
層
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
明
代
の
大
団
円
へ
の
趣
向
や
晩
明
の
主
情
的
な
思
潮
に
比
べ
て
、
清
代
の
戯
曲
は
曲
に
よ
っ
て
歴
史
を
描
き
、
文
章
に
よ
っ
て
曲
を
書
き
、
風
格
は
優
美
で
公
平
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
）
22
（
。『
紅
楼
夢
』
戯
曲
家
の
中
で
最
も
こ
の
特
徴
を
体
現
す
る
の
は
許
鴻
磐
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
の
『
西
遼
記
北
曲
』
に
は
歴
史
劇
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
）
23
（
。
ま
た
、
先
行
研
究
が
す
で
に
指
摘
し
た
歴
史
劇
の
特
徴
以
外
に
も
、
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
許
鴻
磐
が
戯
曲
を
創
作
す
る
際
に
抱
い
て
い
た
、
「
文
」
と
「
曲
」
と
い
う
二
つ
の
文
体
を
明
確
に
区
別
す
る
意
識
で
あ
る
。
　
許
鴻
磐
は
『
西
遼
記
北
曲
』
）
24
（
を
著
し
、
ま
た
『
遼
年
号
通
考
』（
未
見
）
も
著
し
て
い
る
。
そ
の
「
遼
年
号
通
考
序
」
）
25
（
に
よ
れ
ば
、
許
鴻
磐
は
『
遼
史
』
に
あ
る
西
遼
の
耶
律
大
石
の
記
載
が
矛
盾
す
る
こ
と
に
不
満
が
あ
っ
て
西
遼
の
歴
史
を
整
理
し
、
遼
は
中
華
の
正
統
を
受
け
継
い
だ
国
家
で
は
な
い
が
、
国
が
伝
わ
る
「
統
」
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
遼
の
太
祖
第
八
代
の
孫
で
あ
る
耶
律
大
石
が
天
佑
皇
帝
と
し
て
即
位
し
た
こ
と
を
、「
不
絶
遼
統
」「
以
続
遼
統
」
だ
と
考
え
て
い
た
。
許
鴻
磐
は
元
雑
劇
の
体
裁
に
基
づ
き
、
戯
曲
の
抒
情
体
を
借
り
て
こ
の
こ
と
を
詠
じ
て
お
り
）
26
（
、
そ
の
歴
史
観
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
許
鴻
磐
は
「
張
義
姑
伝
」
）
27
（
を
記
し
、
義
姑
の
行
為
を
「
卓
絶
古
今
」
と
賞
賛
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
孝
女
存
孤
北
曲
』
四
折
を
作
っ
た
）
28
（
。
許
鴻
磐
は
『
遼
史
・
天
祚
紀
』
と
同
一
の
題
材
を
め
ぐ
っ
て
『
遼
年
号
通
考
』
と
『
西
遼
記
北
曲
』
を
著
し
、『
張
義
姑
伝
』
に
基
づ
い
て
『
孝
女
存
孤
北
曲
』
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
経
史
考
証
の
学
術
的
背
景
）
29
（
が
彼
の
戯
曲
作
品
に
深
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
こ
の
一
方
、
許
鴻
磐
の
よ
う
に
、
自
分
の
「
文
」
に
よ
っ
て
「
曲
」
を
改
編
す
る
際
、
「
歌
詠
其
事
」
の
中
で
戯
曲
の
抒
情
性
と
い
う
文
体
の
特
色
を
発
揮
す
る
と
同
時
に
、「
戯
」
と
「
劇
」
な
ど
の
上
演
の
要
素
は
形
式
化
に
流
れ
、
戯
曲
全
体
は
、
文
章
や
詩
詞
、
小
説
な
ど
と
同
様
に
読
み
物
の
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
戯
曲
で
歴
史
を
詠
じ
、
文
章
を
以
て
戯
曲
を
書
く
こ
と
は
、
清
代
の
戯
曲
が
机
上
の
も
の
と
な
る
重
要
な
原
因
の
一
つ
で
あ
り
、
許
鴻
磐
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
っ
た
。
　
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
顕
著
な
特
徴
の
一
つ
は
、『
紅
楼
夢
』
続
編
の
小
説
で
は
最
後
を
円
満
な
結
末
に
作
る
も
の
が
多
い
の
に
対
し
て
、
戯
曲
の
ほ
う
は
林
黛
玉
の
死
そ
の
も
の
を
題
材
と
す
る
こ
と
で
あ
る
）
30
（
。
こ
の
現
象
は
、
続
編
の
小
説
な
ど
異
な
る
文
体
の
作
品
に
比
べ
て
特
徴
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
文
体
の
明
清
の
戯
曲
と
比
べ
て
も
特
色
あ
る
現
象
で
あ
る
。
　
明
代
の
大
団
円
を
経
て
明
末
清
初
に
至
る
と
、
戯
曲
の
創
作
は
再
び
悲
劇
に
復
帰
す
る
傾
向
が
現
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、『
賽
琵
琶
』
は
、
原
作
『
琵
琶
記
』
の
主
人
公
を
秦
香
蓮
と
陳
世
美
に
変
え
、
新
た
に
夫
が
変
心
し
て
妻
の
婚
姻
を
破
滅
さ
せ
る
よ
う
な
悲
劇
的
な
内
容
を
設
定
し
た
）
31
（
。
し
か
し
、
秦
香
蓮
の
悲
劇
と
異
な
り
、『
紅
楼
夢
』
戯
曲
に
お
け
る
林
黛
玉
の
悲
劇
は
、
純
粋
に
才
子
佳
人
の
姻
縁
の
悲
劇
で
あ
る
。
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清
代
の
大
多
数
の
戯
曲
作
家
は
、
明
代
の
よ
う
に
赤
裸
々
に
大
団
円
を
描
か
な
い
が
、
積
極
的
に
悲
劇
を
追
求
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
作
家
た
ち
の
、『
紅
楼
夢
』
以
外
の
姻
縁
劇
の
描
写
か
ら
で
も
見
て
取
れ
る
。
　
例
え
ば
、
石
韞
玉
の
『
桃
葉
渡
江
』
で
は
王
献
之
が
桃
葉
を
娶
る
こ
と
が
描
か
れ
て
お
り
、『
楽
天
開
閣
』
で
は
白
居
易
の
若
い
侍
妾
で
あ
る
小
蠻
が
白
居
易
か
ら
離
れ
て
若
い
少
年
を
探
し
に
行
っ
た
が
、
樊
素
は
残
っ
て
白
居
易
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。
許
鴻
磐
の
『
西
遼
記
』
で
は
承
天
皇
后
が
淫
乱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
政
を
害
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
孔
昭
虔
の
『
蕩
婦
思
秋
』
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
夢
の
な
か
で
夫
が
戦
功
を
立
て
て
凱
旋
し
て
き
た
の
を
見
た
が
、
醒
め
た
ら
依
然
一
人
だ
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
朱
鳳
森
の
『
才
人
福
』
で
は
、
司
馬
相
如
と
卓
文
君
が
知
り
合
っ
て
結
婚
し
た
後
の
生
活
を
描
き
、『
金
石
録
』
に
は
趙
明
誠
と
李
清
照
の
夫
妻
が
著
名
な
書
画
金
石
を
集
め
る
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
様
々
の
角
度
か
ら
男
女
の
関
係
を
描
い
て
い
る
が
、
積
極
的
に
悲
劇
を
描
い
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、『
紅
楼
夢
』
戯
曲
に
お
い
て
、
戯
曲
作
家
た
ち
は
、
積
極
的
に
林
黛
玉
と
賈
宝
玉
と
の
姻
縁
の
悲
劇
を
描
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
哀
寶
玉
之
痴
心
、
傷
黛
玉
、
晴
雯
之
薄
命
（
黛
玉
や
晴
雯
の
薄
命
を
悲
し
む
）。（
仲
振
奎
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
の
「
紅
楼
夢
伝
奇
自
序
」）
餘
謂
讀
紅
樓
夢
以
為
悲
且
恨
者
、
莫
如
晴
雯
之
逐
、
黛
玉
之
死
（
林
黛
玉
の
死
）、
寶
釵
之
寡
。（
許
鴻
磐
『
三
釵
夢
北
曲
』
の
「
三
釵
夢
北
曲
小
序
」）
愁
城
愛
海
、
逗
痴
兒
怨
女
、
聰
明
耽
惑
。
一
縷
情
絲
柔
似
許
、
繞
得
纏
綿
悱
惻
。
綠
綺
傳
心
、
翠
綃
封
涙
、
償
了
靈
河
債
。（
呉
鎬
『
紅
楼
夢
散
套
』
の
「
自
題
紅
楼
夢
散
套
」）
　
こ
れ
ら
の
序
文
な
ど
か
ら
は
、
普
通
の
男
女
の
姻
縁
劇
や
大
団
円
を
描
き
が
ち
な
才
子
佳
人
劇
と
異
な
り
、『
紅
楼
夢
』
原
作
に
お
け
る
林
黛
玉
の
薄
命
や
林
黛
玉
の
死
、
林
黛
玉
の
賈
宝
玉
に
対
す
る
「
還
涙
姻
縁
」
な
ど
の
、
原
作
に
内
在
す
る
悲
劇
性
の
描
写
が
戯
曲
作
家
た
ち
の
創
作
意
欲
を
か
き
た
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。
原
作
に
内
在
す
る
悲
劇
性
の
要
素
こ
そ
、
孟
称
舜
（
約
一
五
九
九
―
一
六
八
四
）
の
『
嬌
紅
記
』
以
来
描
か
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
、
才
子
佳
人
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
貴
族
の
若
き
男
女
を
描
く
姻
縁
の
悲
劇
を
嘉
慶
・
道
光
年
間
に
再
び
復
活
さ
せ
、
し
か
も
林
黛
玉
と
賈
宝
玉
と
の
姻
縁
の
悲
劇
の
作
品
群
を
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
三　
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
悲
劇
が
成
立
す
る
そ
の
ほ
か
の
要
素
　
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
に
お
い
て
、
林
黛
玉
が
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、
戯
曲
作
品
の
な
か
に
は
、
尤
三
姐
や
林
四
娘
を
ヒ
ロ
イ
ン
と
す
る
『
鴛
鴦
剣
』
や
『
姽
嫿
封
』
が
あ
る
。『
鴛
鴦
剣
』
は
尤
三
姐
の
自
刎
を
取
り
上
げ
、『
姽
嫿
封
』
は
林
四
娘
が
恒
王
に
殉
死
す
る
様
を
取
り
上
げ
た
作
品
で
あ
る
。『
紅
楼
夢
』
に
は
女
性
の
登
場
人
物
が
多
い
が
、
尤
三
姐
や
林
四
娘
は
物
語
上
、
重
要
な
登
場
人
物
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で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
彼
女
た
ち
を
ヒ
ロ
イ
ン
と
す
る
作
品
が
現
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
尤
三
姐
や
林
四
娘
は
、
林
黛
玉
の
佳
人
薄
命
に
比
べ
て
共
通
点
や
相
違
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
『
鴛
鴦
剣
』
は
計
十
六
齣
、
作
者
は
徐
子
翼
、
主
に
尤
三
姐
と
柳
湘
蓮
の
物
語
を
描
い
て
い
る
）
32
（
。『
姽
嫿
封
』
は
計
六
齣
、
作
者
は
楊
恩
寿
、
『
紅
楼
夢
』
第
七
十
八
回
に
あ
る
明
代
の
林
四
娘
の
物
語
を
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
）
33
（
。『
鴛
鴦
剣
』
で
は
尤
三
姐
を
烈
女
と
し
て
描
写
し
て
い
る
。
公
子
、
劍
在
此
、
有
絕
命
詞
四
句
、
煩
你
寄
語
柳
郎
：
耿
耿
一
片
心
、
皎
皎
天
上
月
。〔
作
哭
音
〕
烈
女
死
青
鋒
（
烈
女
は
青
鋒
に
て
死
ん
で
し
ま
う
）。〔
高
吟
帶
哭
音
〕
淨
土
埋
碧
血
（
浄
土
は
碧
血
を
埋
め
る
）。〔
左
手
起
劍
、
自
刎
（
左
手
で
剣
を
持
ち
上
げ
、
自
刎
す
る
）、
劍
擲
地
、
暗
下
、
玉
呆
立
躑
足
白
〕
這
是
何
來
、
這
是
何
來
（『
鴛
鴦
剣
』
の
「
剣
劫
」）
　
こ
こ
で
は
、「
烈
女
」
や
「
碧
血
」
と
い
っ
た
言
葉
を
用
い
て
尤
三
姐
の
剛
直
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
齣
「
剣
聘
」
の
齣
後
評
に
は
、
結
婚
の
贈
り
物
で
あ
る
鴛
鴦
剣
に
対
し
て
「
折
鴛
鴦
為
二
、
非
吉
祥
兆
也
（
鴛
鴦
剣
を
二
つ
分
け
る
な
ど
、
良
い
兆
し
で
は
な
い
）」
と
あ
り
、
結
局
、
鴛
鴦
剣
が
鴛
鴦
を
斬
っ
て
し
ま
う
と
い
う
寓
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
鴛
鴦
」
と
「
剣
」
は
悲
劇
的
な
姻
縁
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、『
姽
嫿
封
』
は
『
紅
楼
夢
』
の
、
林
四
娘
が
戦
死
し
て
恒
王
に
殉
じ
る
と
い
う
主
要
な
プ
ロ
ッ
ト
を
描
い
て
い
る
。
大
王
呀
、
你
且
在
鬼
門
關
略
等
片
時
、
妾
妃
就
來
隨
駕
的
呀
（
私
は
す
ぐ
あ
な
た
に
つ
い
て
行
き
ま
す
）。（『
姽
嫿
封
』
第
四
齣
「
完
節
」）
　
「
妾
妃
就
來
隨
駕
的
呀
」
と
い
う
描
写
に
あ
る
よ
う
に
、
林
四
娘
は
死
を
決
心
し
て
恒
王
の
た
め
に
復
讐
す
る
。
尤
三
姐
の
悲
劇
の
原
因
は
自
ら
夫
を
選
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
尤
三
姐
は
柳
湘
蓮
で
な
け
れ
ば
嫁
が
な
い
と
決
め
た
の
だ
が
、
柳
湘
蓮
の
誤
解
を
受
け
、
婚
姻
の
望
み
が
無
く
な
っ
て
死
ぬ
こ
と
を
選
ん
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
林
四
娘
の
死
は
、
戦
死
す
る
こ
と
も
恐
れ
ず
恒
王
が
寵
愛
し
て
く
れ
た
恩
に
報
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
尤
三
姐
と
林
四
娘
に
は
と
も
に
「
烈
女
」
と
「
女
将
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
悲
劇
性
は
、
林
黛
玉
と
賈
宝
玉
の
才
子
佳
人
の
描
写
と
は
だ
い
ぶ
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
美
人
の
薄
命
と
姻
縁
の
悲
劇
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
林
黛
玉
や
尤
三
姐
、
林
四
娘
の
戯
曲
は
、
い
ず
れ
も
原
作
の
悲
劇
の
女
性
を
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
原
作
中
の
女
性
の
悲
劇
の
描
写
が
戯
曲
作
家
た
ち
の
創
作
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
に
見
ら
れ
る
悲
劇
的
な
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
原
作
の
影
響
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
の
要
素
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
紅
楼
夢
』
戯
曲
が
作
ら
れ
た
の
は
主
に
嘉
慶
か
ら
咸
豊
年
間
で
あ
り
、
そ
の
間
に
白
蓮
教
の
蜂
起
と
太
平
天
国
の
乱
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
多
く
の
戯
曲
作
品
に
は
、
様
々
の
角
度
か
ら
戦
争
に
よ
る
悲
劇
的
な
内
容
を
描
く
こ
と
が
見
え
る
。『
紅
楼
夢
』
戯
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曲
家
の
作
品
の
中
で
は
、
例
え
ば
、
許
鴻
磐
の
『
孝
女
存
孤
北
曲
』
が
張
義
姑
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
、
そ
の
家
族
全
員
が
呉
三
桂
の
叛
乱
の
中
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
楊
恩
寿
の
『
姽
嫿
封
』
の
「
出
師
」
に
は
「
算
将
来
紅
羊
劫
到
」
と
あ
る
が
、「
紅
羊
劫
」
は
太
平
天
国
の
指
導
者
の
「
洪
（
秀
全
）
楊
（
秀
清
）
劫
」
か
ら
来
て
い
る
）
34
（
。『
姽
嫿
封
』
は
明
代
の
朱
姓
の
恒
王
の
こ
と
を
描
い
て
い
る
が
、
実
際
に
太
平
天
国
の
乱
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま
た
楊
恩
寿
は
『
姽
嫿
封
』
の
「
破
題
」
に
「
児
女
英
雄
悲
往
事
」
と
書
い
て
お
り
、
戦
争
の
題
材
を
借
り
て
児
女
英
雄
の
故
事
を
描
い
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
　
尤
三
姐
の
故
事
は
清
代
の
時
す
で
に
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
民
国
以
降
に
は
、
欧
陽
予
倩
の
『
鴛
鴦
剣
』
や
四
大
名
旦
の
一
人
、
荀
慧
生
の
『
紅
楼
二
尤
』
が
現
わ
れ
た
。
特
に
『
紅
楼
二
尤
』
は
、
梅
蘭
芳
の
『
黛
玉
葬
花
』
と
同
様
、
京
劇
『
紅
楼
夢
』
に
お
い
て
大
変
影
響
あ
る
作
品
で
あ
る
。
梅
蘭
芳
の
『
黛
玉
葬
花
』
は
当
時
大
き
な
成
功
を
収
め
た
が
、
梅
蘭
芳
以
降
、
こ
れ
を
上
演
す
る
人
は
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
荀
慧
生
の
『
紅
楼
二
尤
』
は
荀
派
の
弟
子
が
現
在
ま
で
よ
く
上
演
す
る
劇
目
で
あ
る
。
欧
陽
予
倩
と
荀
慧
生
が
『
紅
楼
夢
』
の
女
性
の
中
で
尤
三
姐
を
撰
ぶ
の
は
、
尤
三
姐
の
、
辛
辣
な
性
格
を
好
み
）
35
（
、
さ
ら
に
単
純
で
明
確
な
人
物
設
定
が
演
劇
に
好
都
合
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
好
評
を
得
た
欧
陽
予
倩
の
ほ
か
の
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
の
う
ち
、
例
え
ば
、『
宝
蟾
送
酒
』
は
や
や
喜
劇
の
要
素
が
あ
る
。『
饅
頭
庵
』
は
『
紅
楼
二
尤
』
と
同
様
、
古
い
婚
姻
制
度
を
批
判
す
る
内
容
で
あ
り
、
婚
姻
の
自
主
を
主
張
す
る
当
時
の
風
潮
に
合
わ
せ
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
民
国
の
戯
曲
作
家
た
ち
が
『
紅
楼
夢
』
を
改
編
す
る
際
に
ま
ず
考
え
た
の
は
、
登
場
人
物
が
原
作
中
で
重
要
で
あ
る
か
で
な
く
、
舞
台
で
の
上
演
に
適
す
る
か
ど
う
か
、
内
容
が
観
衆
に
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
終
わ
り
に
　
以
上
、『
紅
楼
夢
』
戯
曲
作
家
の
交
遊
、
戯
曲
の
創
作
な
ど
を
通
し
て
、
戯
曲
家
た
ち
の
特
徴
や
『
紅
楼
夢
』
を
改
編
す
る
際
に
見
ら
れ
る
傾
向
を
考
察
し
た
。
　
戯
曲
作
家
の
な
か
で
も
、
石
韞
玉
、
朱
鳳
森
、
孔
昭
虔
、
許
鴻
磐
、
陳
鐘
麟
は
、
進
士
出
身
の
文
人
で
当
時
の
文
壇
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
呉
蘭
徴
は
袁
枚
や
姚
鼐
、
石
韞
玉
は
張
問
陶
な
ど
の
当
時
の
文
壇
の
潮
流
を
主
導
す
る
人
た
ち
と
直
接
の
交
流
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
戯
曲
作
家
た
ち
の
直
接
の
交
流
を
示
す
文
献
記
載
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
複
数
の
共
通
の
友
人
が
見
ら
れ
、
生
涯
の
不
明
な
作
家
や
晩
清
の
楊
恩
寿
な
ど
を
除
き
、
そ
の
経
歴
が
確
認
で
き
る
仲
振
奎
、
万
栄
恩
、
陳
鐘
麟
、
孔
昭
虔
、
朱
鳳
森
、
許
鴻
磐
は
、
直
接
的
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
呉
蘭
徴
や
石
韞
玉
と
関
係
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
近
い
交
友
範
囲
に
い
た
文
人
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ら
の
戯
曲
作
家
た
ち
の
一
部
に
は
、『
紅
楼
夢
』
戯
曲
以
外
の
戯
曲
作
品
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
戯
曲
家
た
ち
は
当
時
の
戯
曲
創
作
の
気
風
を
作
り
出
す
地
位
に
居
た
た
め
、
彼
ら
の
作
品
は
当
時
の
戯
曲
創
作
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の
特
色
を
よ
く
体
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
作
っ
た
戯
曲
は
、
林
黛
玉
と
賈
宝
玉
の
姻
縁
を
主
と
す
る
作
品
で
も
、
あ
る
い
は
『
鴛
鴦
剣
』
や
『
姽
嫿
封
』
に
お
け
る
尤
三
姐
と
林
四
娘
で
も
、『
紅
楼
夢
』
が
戯
曲
に
改
編
さ
れ
る
際
、
大
多
数
の
作
品
は
原
作
中
の
悲
劇
の
女
性
を
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
た
。
　
乾
隆
年
間
、
蒋
士
銓
（
一
七
二
五
―
一
七
八
四
）
な
ど
が
提
唱
し
た
、
文
字
や
文
章
で
名
教
を
維
持
す
る
と
い
う
気
風
は
、
当
時
や
そ
の
後
の
戯
曲
作
家
の
創
作
思
想
に
大
き
な
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
悲
劇
を
創
作
す
る
と
い
う
全
体
的
な
気
風
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
客
観
的
な
要
素
や
事
件
、
例
え
ば
、
白
蓮
教
の
蜂
起
や
太
平
天
国
の
乱
な
ど
は
、
悲
劇
的
な
内
容
が
含
ま
れ
る
作
品
の
制
作
を
促
し
た
。
ま
た
、
小
説
の
『
紅
楼
夢
』
も
悲
劇
の
戯
曲
作
品
を
誘
発
す
る
要
素
と
な
り
、
林
黛
玉
と
賈
宝
玉
と
の
才
子
佳
人
の
悲
劇
の
戯
曲
の
作
品
群
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
に
促
し
た
。
そ
れ
は
、
明
末
清
初
、
王
朝
交
代
の
時
期
の
悲
劇
の
戯
曲
作
品
ほ
ど
の
影
響
力
が
な
い
と
は
い
え
、
清
朝
に
お
け
る
悲
劇
の
戯
曲
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
清
代
の
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
が
全
体
的
に
机
上
の
読
み
物
に
偏
る
傾
向
が
あ
っ
て
あ
ま
り
顕
著
に
見
え
な
い
が
、
民
国
以
降
、
尤
三
姐
が
林
黛
玉
と
並
ん
で
『
紅
楼
夢
』
の
戯
曲
化
に
最
も
成
功
し
た
女
性
と
な
る
の
は
、
原
作
を
戯
曲
に
改
編
す
る
際
、
演
劇
化
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
注（１
） 
拙
稿
「『
紅
楼
夢
』
続
書
に
お
け
る
戯
曲
」（『「
卓
越
し
た
大
学
院
拠
点
形
成
支
援
補
助
金
」
事
業　
演
劇
映
像
学
二
〇
一
二
』
三
一
―
四
〇
頁
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。
（
２
） 
鄧
丹
「
三
位
清
代
女
劇
作
家
生
平
資
料
新
証
」（『
中
国
戯
曲
学
院
学
報
』、
二
〇
〇
七
年
八
月
）。
（
３
） 
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
。
（
４
） 
許
鴻
磐
『
六
観
楼
文
集
（
稿
本
）』（『
国
家
図
書
館
蔵
鈔
稿
本
乾
嘉
名
人
別
集
叢
刊
』
第
二
三
冊
、
二
八
七
―
二
九
〇
頁
、
六
三
〇
―
六
三
二
頁
、
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）。
（
５
） 
睦
駿
「
問
梅
詩
社
述
略
」（『
復
旦
学
報
（
社
会
科
学
版
）』、
二
〇
〇
〇
年
第
一
期
）。
（
６
） 
袁
枚
『
随
園
詩
話
』
四
二
頁
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）。
（
７
） 
張
問
陶
『
船
山
詩
草
』
四
五
七
―
四
五
八
頁
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）。
（
８
） 
阿
英
『
紅
楼
夢
戯
曲
集
』
五
二
一
頁
（
中
華
書
局
、
一
九
七
八
年
）。
（
９
） 
鄒
鋒
「
石
韞
玉
戯
曲
評
点
初
探
」（『
蘇
州
教
育
学
院
学
報
』、
二
〇
一
一
年
二
月
）。
（
10
） 『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
四
六
六
冊
、
三
八
九
頁
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）。
（
11
） 
仲
振
奎
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
嘉
慶
三
年
の
「
自
序
」
に
は
「
丁
巳
（
嘉
慶
二
年
、
一
七
九
七
年
）
秋
、
…
…
凡
四
十
日
而
成
。
成
之
日
、
挑
燈
漉
酒
、
呼
短
童
吹
玉
笛
調
之
、
幽
怨
嗚
咽
、
座
客
有
澘
然
沾
襟
者
。」
と
あ
る
（
復
旦
大
学
図
書
館
所
蔵
の
嘉
慶
四
年
緑
雲
紅
雨
山
房
刻
本
に
よ
る
）。
（
12
） 
前
掲
の
阿
英
『
紅
楼
夢
戯
曲
集
』
三
六
八
頁
。
（
13
） 
前
掲
の
阿
英
『
紅
楼
夢
戯
曲
集
』
四
八
二
頁
。
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（
14
） 
郭
英
徳
『
明
清
伝
奇
史
』
の
第
四
編
「
強
駑
之
末
的
伝
奇
」
と
第
五
編
「
漂
白
無
依
的
伝
奇
」（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。
（
15
） 
左
鵬
軍
『
晩
清
民
国
伝
奇
雑
劇
文
献
与
史
実
研
究
』
五
頁
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。
（
16
） 
許
勇
強
「
明
清
伝
奇
題
材
来
源
論
略
」（『
四
川
戯
曲
』、
二
〇
一
三
年
〇
三
期
）。
（
17
） 
例
え
ば
、
明
清
伝
奇
の
う
ち
、
若
い
男
女
の
恋
愛
や
婚
姻
を
題
材
と
す
る
作
品
が
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
る
と
さ
れ
る
（
前
掲
の
郭
英
徳
『
明
清
伝
奇
史
』
六
六
一
頁
）。
（
18
） 
前
掲
の
阿
英
『
紅
楼
夢
戯
曲
集
』
八
〇
四
頁
。
（
19
） 
前
掲
の
郭
英
徳
『
明
清
伝
奇
史
』
の
第
十
九
章
の
第
三
節
「
曲
体
：
伝
奇
与
雑
劇
趨
同
」
を
参
照
。
（
20
） 
鄭
志
良
「
清
代
紅
楼
戯
『
鴛
鴦
剣
』
考
述
」（『
紅
楼
夢
学
刊
』、
二
〇
一
二
年
第
二
輯
）
を
参
照
。
（
21
） 
徐
文
凱
「
明
清
文
人
単
折
短
劇
研
究
」（『
上
海
戯
劇
学
院
学
報
』、
二
〇
〇
三
年
〇
四
期
）。
（
22
） 
前
掲
の
郭
英
徳
『
明
清
伝
奇
史
』
六
〇
八
頁
。
（
23
） 
馮
文
龍
「『
西
遼
記
』
与
許
鴻
磐
的
歴
史
劇
特
色
」（『
商
丘
師
範
学
院
学
報
』、
二
〇
一
三
年
七
月
）。
ほ
か
に
、
馮
雲
鵬
（
生
没
年
不
詳
）
の
「
題
許
雲
嶠
刺
史
鴻
磐
『
西
遼
記
』
四
首
」
に
は
「
淋
漓
史
筆
葉
絲
簧
」
や
「
八
十
八
年
如
了
掌
」
と
あ
り
、
許
鴻
磐
が
歴
史
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
（
24
） 『
山
左
戯
曲
集
成
（
上
）』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。
（
25
） 
前
掲
の
許
鴻
磐
『
六
観
楼
文
集
』
三
〇
七
―
三
一
三
頁
。
（
26
） 
許
鴻
磐
「
西
遼
記
北
曲
序
」
に
は
「
余
讀
『
遼
史
・
天
祚
紀
』
而
重
有
感
也
。
…
…
依
元
人
百
種
之
體
、
為
北
曲
四
折
、
以
歌
詠
其
事
」
と
あ
る
。
（
27
） 
前
掲
の
許
鴻
磐
『
六
観
楼
文
集
』
四
一
三
―
四
一
七
頁
。
（
28
） 「
孝
女
存
孤
北
曲
弁
言
」
に
は
「
余
既
本
張
氏
之
意
、
作
『
義
姑
傳
』、
兹
改
義
曰
孝
者
、
核
其
行
原
其
心
成
。」
と
あ
る
（
前
掲
の
『
山
左
戯
曲
集
成
（
上
）』
七
七
三
頁
）。
（
29
） 
許
鴻
磐
は
『
尚
書
札
記
』
や
『
方
與
考
証
』
な
ど
を
著
し
、
張
之
洞
（
一
八
三
七
―
一
九
〇
九
）
は
『
書
目
問
答
』
の
な
か
で
許
鴻
磐
を
「
経
学
家
」
に
分
類
し
て
い
る
。
（
30
） 
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
。
（
31
） 『
賽
琵
琶
』
の
悲
劇
的
な
意
義
や
『
琵
琶
記
』
と
の
関
連
、
後
世
へ
の
影
響
な
ど
は
、
黄
仕
忠
『
中
国
戯
曲
史
研
究
』
一
三
四
―
一
四
〇
頁
（
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
﹇
一
九
九
七
年
第
一
版
﹈）
を
参
照
。
（
32
） 『
鴛
鴦
剣
』
は
現
在
、
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
作
品
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
鄭
志
良
「
清
代
紅
楼
戯
『
鴛
鴦
剣
』
考
述
」
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。
本
稿
の
『
鴛
鴦
剣
』
の
引
用
は
、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。
（
33
） 
本
稿
の
『
姽
嫿
封
』
の
引
用
は
、
東
京
大
学
文
学
部
図
書
室
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
所
蔵
の
光
緒
三
年
刊
本
『
詞
餘
叢
話
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。
（
34
） 
徐
扶
明
「
従
『
林
四
娘
』、『
姽
嫿
詞
』
到
『
姽
嫿
封
』」（『
紅
楼
夢
研
究
集
刊
』
第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）。「
紅
羊
劫
」
の
使
用
例
は
ほ
か
に
黄
燮
『
帝
女
花
』
第
十
三
齣
の
「
算
繁
華
己
換
紅
羊
劫
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
前
掲
の
郭
英
徳
『
明
清
伝
奇
史
』
六
〇
六
頁
）。
（
35
） 
欧
陽
予
倩
「
我
自
排
自
演
的
京
戯
」（『
欧
陽
予
倩
全
集
（
第
六
巻
）』
二
七
二
頁
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
と
荀
慧
生
「『
紅
楼
二
尤
』
的
表
現
和
唱
腔
」（『
荀
慧
生
演
劇
散
論
』
一
一
〇
頁
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
六
三
年
）
を
参
照
。
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附　
表
作
者
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
そ
の
ほ
か
の
戯
曲
作
品
孔
昭
虔
『
葬
花
』
『
蕩
婦
思
秋
』[
姻
縁
・
戦
争]
仲
振
奎
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
『
怜
春
閣*
』[
姻
縁]
石
韞
玉
『
紅
楼
夢
』
『
花
間
楽
府
九
奏
』（
内
に
は
「
伏
生
授
経
」﹇
歴
史]
、「
蘿
敷
採
桑
」﹇
姻
縁
﹈、「
桃
葉
渡
江
」﹇
姻
縁
﹈、「
桃
源
漁
夫
」﹇
文
人
思
想
﹈、「
梅
妃
作
賦
」﹇
姻
縁]
、「
楽
天
開
閣
」﹇
姻
縁]
、「
賈
島
祭
詩
」﹇
文
人
逸
事
﹈、「
琴
操
参
禅
」﹇
姻
縁
﹈、「
対
山
救
友
」﹇
歴
史
﹈
の
作
品
九
部
が
含
ま
れ
る
）
朱
鳳
森
『
十
二
釵
伝
奇
』
『
才
人
福
』﹇
姻
縁
﹈、『
金
石
録
』﹇
姻
縁
﹈、『
輞
川
図
』﹇
歴
史
﹈、『
平
錁
記
』﹇
時
事
﹈、『
守
濬
記
』﹇
時
事
・
戦
争]
許
鴻
磐
『
三
釵
夢
北
曲
』
『
西
遼
記
北
曲
』﹇
歴
史
﹈、『
雁
帛
書
北
曲
』﹇
歴
史
・
姻
縁
﹈、『
女
雲
台
北
曲
』﹇
歴
史
・
戦
争
﹈、『
孝
女
存
孤
北
曲
』﹇
戦
争
・
義
女]
、『
儒
吏
完
城
北
曲
』﹇
時
事
・
戦
争
﹈
褚
龍
祥
『
紅
楼
夢
伝
奇*
』
『
桂
花
姻
伝
奇
』﹇
不
明
﹈
等*
楊
恩
寿
『
姽
嫿
封
』
『
双
清
影*
』﹇
時
事
・
戦
争
﹈、『
桂
枝
香
』﹇
姻
縁
﹈、『
理
霊
坡
』﹇
歴
史
・
戦
争
﹈、『
桃
花
源
』﹇
文
人
思
想
﹈、『
再
来
人
』﹇
文
人
科
挙
﹈、『
麻
灘
駅
』﹇
戦
争
・
女
将
﹈
万
栄
恩
『
醒
石
縁
』
付
記
●
囲
み
線
を
つ
け
る
の
は
『
紅
楼
夢
』
戯
曲
作
品
以
外
に
も
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
戯
曲
作
品
の
あ
る
作
家
で
あ
る
。
●
附
表
で
取
り
上
げ
た
す
べ
て
の
作
品
は
現
存
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
存
目
な
ど
が
あ
る
が
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
き
て
な
い
作
品
は
含
ま
れ
な
い
。
●
﹇　
﹈
は
戯
曲
作
品
の
題
材
や
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
●
「*
」
を
つ
け
る
作
品
は
筆
者
未
見
で
あ
る
。
呉
蘭
徴
『
絳
蘅
秋
』
劉
熙
堂
『
遊
仙
夢
』
呉
鎬
『
紅
楼
夢
散
套
』
陳
鐘
麟
『
紅
楼
夢
伝
奇
』
周
宜
『
紅
楼
佳
話
』
徐
子
翼
『
鴛
鴦
剣
』
無
名
氏
『
掃
紅
』
無
名
氏
『
乞
梅
』
